
5. オンデマンド型刺激装置の開発ならびに小動物用 DBS装置の開発 

 

表面筋電図を用いて筋電信号を記録し、動作を開始して振戦が出現した時点

（振戦と同じ周波数のパワーが閾値を越えた時点）で DBSのスイッチが ONとな

り、振戦が停止しても運動の継続中は刺激が継続され、筋電信号の総パワーが

閾値以下となった時点で刺激が OFF となるオンデマンド型の振戦制御システム

を完成した。また携帯が可能な小型でワイアレス化した装置を作成し、日常生

活で使用可能とした（1-3）。  

この装置を脳卒中後振戦（3例）、本態性振戦 20例の中で特に企図振戦が著明

な 4 例と企図振戦が軽度の本態性振戦 16 例、書痙（2 例）などの異なった振戦

のパターンを呈する症例において、システムが作動する精度をテストした。そ

の結果、異なった振戦の症例においても、このシステムが正確に作動すること

を確認した。また、激しい企図振戦を認める本態性振戦の 4 症例で、振戦制御

の効果について essential tremor rating scale (ETRS)で評価した。ETRSの評

価項目としては、上肢の振戦の程度を表す items 5 and 6 と上肢の運動機能を

表す items 11-14 を用いた。 

その結果、ETRS score (items 5 and 6) は、オンデマンド型脳深部刺激装置

の非使用時のスコアーが 3.75±0.46 、オンデマンド型脳深部刺激装置の使用時

のスコアーが 0 (p < 0.001, Wilcoxon signed-ranks test) であり、明らかな

改善を認めた。 さらに、ETRS score (items 11-14)は、オンデマンド型脳深

部刺激装置の非使用時のスコアーが 11.75±0.46, オンデマンド型脳深部刺激

装置の使用時のスコアーが 1.5±0.53 (p < 0.001, Wilcoxon signed-ranks test)

であり、明らかな改善を認めた。 

今後の研究テーマとして、STN から記録される local field potentials (LFPs) 

のβ帯域のオシレーション活動がパーキンソン病の無動と関係することから、

LFPs のβ帯域のオシレーション活動に triggerして DBSの ON－OFFを行うシス

テムの開発を計画している。    
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オンデマンド型のＤＢＳコントロールシステム 

 

 
ジャケットを使用してオンデマンドコントロールシステムを装着したところ 
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ソウル大学工学部と共同で、小動物用の慢性植え込み型刺激装置を開発した

(4)。これまでは小動物においても慢性植え込み型の刺激装置はヒトに使用する

ものと同じものを使用していたが、小動物にはかなりのストレスとなっていた

ものと考えられる。本装置を用いて小動物の DBS を行うことにより、慢性刺激

による脳内変化をより詳細に検討することができるものと考える。 
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